
　

国
に
よ
る
と
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持

つ
男
性
の
一
日
当
た
り
の
家
事
・
育
児
関

連
時
間
は
平
成
28
年
の
調
査
で
は
83
分
と
、

10
年
前
と
比
べ
る
と
23
分
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
家
事
17
分
、

看
護
・
介
護
１
分
、
育
児
49
分
、
買
い
物

16
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
妻
の
家
事
・
育
児
関
連
時
間

は
４
５
４
分
（
家
事
１
８
７
分
、
看
護
・

介
護
６
分
、
育
児
２
２
５
分
、
買
い
物
36

分
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夫
の
家
事
・
育
児
関
連
時
間
は
増
加
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
妻
と
比
較
す
る
と
圧

倒
的
に
短
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問こども子育て支援課☎516716

　子ども虐待防止のシンボルマークと
して、オレンジリボンを広めることで、
子どもへの虐待をなくすことを呼び掛
ける「オレンジリボン運動」を推進し
ています。
　虐待のない子育てに優しい社会を目
指し、市民一人一人に何ができるか、
この機会に考えてみませんか。

オレンジリボン

子ども虐待防止「オレンジリボン運動」

11月は児童虐待防止推進月間、11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動期間です11月は児童虐待防止推進月間、11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動期間です

女性に対する暴力をなくす運動
問総務課広報男女参画係☎51 6702

　県では、性犯罪・性暴力の被害にあわれた人を支援
するため、被害にあった人やその家族などからの相談
を受け、要望に応じた必要な支援をコーディネートす
る「あおもり性暴力支援センター」を設置しています。
　被害にあってしまったら、一人で悩まずにご相談く
ださい。

問青森県青少年・男女共同参画課☎ 017-734-9228

※専門の研修を受けた相談員が対応、秘密は厳守します。
相談受付時間　午前 10時～午後９時（月・水曜日）
　　　　　　　午前 10時～午後５時（火・木・金曜日）
　　　　　　　※土・日曜日、祝日、年末年始は除きます。

性暴力被害専用相談電話
「りんごの花ホットライン」

☎ 017-777-8
やさしく

349

あおもり性暴力支援センター

　女性に対する暴力行為（性犯罪、
ドメスティック・バイオレンスなど）
は重大な人権侵害となります。配偶
者などからの暴力や性犯罪など、女
性に対する暴力を許さない社会環境
づくりに向け、女性の人権を尊重す
る啓発活動を推進しています。

女性に対する暴力
根絶のシンボルマーク
パープルリボン

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
問
総
務
課
広
報
男
女
参
画
係

　

☎
51
６
７
０
２

「「
女女ひ
と
ひ
と

とと
男男ひ
と
ひ
と

」
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て

」
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て
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ま
ず
は
男
性
の
家
事
・
育
児
か
ら
〜

　

〜
ま
ず
は
男
性
の
家
事
・
育
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〜

　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、
着
実
に

増
え
て
き
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

低
く
、
夫
婦
共
働
き
世
帯
で
も
約
７
割
の

男
性
が
育
児
を
行
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
加

族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く

は
か
る
こ
と
」
が
59
・
４
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
職
場
に
お
け
る
上
司
や
周
囲
の

理
解
を
進
め
る
こ
と
」
、
「
男
性
自
身
の

抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と
」
が
共
に
57
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
男
性
の
家
事
・
育
児
な
ど
へ

の
参
加
を
促
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
料
理
教
室
の
開
催

▼
両
親
学
級
な
ど
の
開
催

▼
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
意
識
づ
く
り

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
加
を
支
援

　

国
の
世
論
調
査
で
、
『
男
性
が
家
事
・

育
児
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
』
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
夫
婦
や
家

男
性
が
積
極
的
に
参
加
す
る
た
め
に
は

　

夫
婦
共
働
き
の
世
帯
が
増
え
る
中
、
夫

も
妻
も
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
、
仕
事

上
の
責
任
を
果
た
し
、
家
庭
や
地
域
生
活

な
ど
に
も
関
わ
り
を
持
つ
な
ど
、
多
様
な

生
き
方
が
選
択
で
き
る
、
「
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
」

の
実
現
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
男
性
も
積
極
的
に
家

事
・
育
児
に
参
加
し
、
男
女
が
共
に
仕
事

と
家
庭
（
家
事
・
育
児
な
ど
）
を
両
立
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
男
性
（
夫
）
の
皆
さ
ん
、
家

事
・
育
児
の
中
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
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市では虐待防止の啓発活動を実施しています

　10 月に開催された東・南の両コミュニティセンター
まつりで、市職員やセーフコミュニティ暴力・虐待予
防対策部会員らが、イベントに訪れた人にオレンジ
リボンやパープルリボンを配布し、虐待防止を呼び
掛けました。
　この活動は、11 月の児童虐
待防止推進月間に合わせて行
われ、配布に参加した同部会
長の中野渡景子さんは、「多く
の人に暴力や虐待の問題に対して関心を持っていただ
きたいです」と話していました。

して関心を持 ていただ

問まちづくり支援課☎51 6777


